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シリーズ第4回 日となる今回は、モーツァル トのオペラの楽しさと、オーケストラ作品の素晴らし

さを、ピアノによる連弾でお届けしたいと思いま丸

まだラジオや再生装置が発明されていなかつた19世紀のヨーロッパでは、家庭で音楽を楽しむため

に、ピアノの連弾によつてオペラやオーケストラの作品がさカラメこ演奏されていました そのため、

多くの作品がピアノ連弾用に編曲され、その楽譜が今でもたくさん残っていますL今 回は、その楽譜

を基本に、ところどころ私の編曲も加えながらの演奏になりま丸

演奏会の予告チラシには掲載していませんでしたが、今日の音楽会は、まず、オペラ 「フィガロの

結婚」序山を演奏して始めま丸

モーツァルト自身は、芝居やオペラが大好きで、自分のことを 「オペラの作曲家」と自負していま

した 11歳の時に初めてオペラを作曲。35年 という短い生涯において、未完や失われたものを含める

と20山以上のオペラを書いていま丸 その中で、いわゆる三大オペラと言われるのものが、「フィガ

ロの結婚」、「ドン・ジョヴァンニ」、「魔笛」です。

「フィガロの結婚Jは 、ボーマルシェ原作、ダ・ポンテ台本によるオペラ・プッファ (イタリア語

による喜劇)で 、モーツァルト30歳の時の作品ですЪ物語は、ロッシーニ作曲で有名な 「セヴィリア

の理髪師」の続編にあたり、伯爵夫人に仕えるフィガロとスザンナの、結婚直前の騒動が中心t

ブペ ラというものは、ただ舞台の華麗さに目を奪われたり、ストーリーや音楽を追つたりするのみ

ではなく、オペラ劇場という空間全体の独特な雰囲気を楽しむ、といつたところがありま九 その中

で、この 「フィガロの結婚J序 曲は、まだ舞台上では幕が_上っていないのですが、ようやく今からオ

ペラが始まる、というワクワクする気持ちがオーケストラピットからあふれてくる音楽で九

今回は、この序曲を、演奏会 「モーツァルトに会いたい4」開幕の音楽として聞いて頂きたいと考

えましれ

次のオペラ fm」 は、モーツァルトの死の年に完成されたものC正 確にいうと、ジングシュピ

ール (ドイツ語による歌芝居)に 分類され、レチタティーヴォがほとんどありません (セリフの部分

に音楽が付かないとυヽうこと0。

劇団を主宰するシカネーダーが台本を書いたこのオペラは、親しみやすいメロディや印象深いアリ

アが数多く聞かれ、内容的にも、3人 の童子が登場したり、鈴の音に動物達が踊りだす、といつた童

話風の部分がたくさん見られま九 一方で、その頃モーツァル トやシカネーダーがが熱心に活動して

いた、フリーメーソンという宗教結社の儀式などの影響も見られると言われていま丸

以下、本日演奏する部分を中心に、簡単に内容を記しま九

「序曲J 舞台はまだ幕が上っていまよ 、舞台の下のオークストラピットから音楽が攻台まりま丸 最初に鳴る三つの

和音は、劇中にも何度力鴻 る、大切な和音で丸

第 1幕 イントロダクション 助 けてくれ !J 序曲が終わると、すぐに幕が開き、舞台は、そこここに木が繁つてい

る岩此 王子タミーノ (テノー/1/1が、「助けてくれ !」と、いきなり歌いだしま丸 大きな蛇に追い力ヽ すられているの

で丸 タミーノは、気を失レ判れますが、そこへ 3人 の特女 依の女王の手 Dが やつて来て、大蛇を退治しま丸 例



れているタミーノを見て、それぞれが 「素敵な人、私がお守りするわJと 歌い、3人が争いま丸

ノや ゲ`ニノ ●` リトめ のアリア 財イ ラは鳥刺L」 3人 の侍女が去った後、パパゲーノが登場 大きな鳥籠を背

負い、パンの笛を持っていま丸 パパゲーノは、このお話の、いわば狂言回し仇 いつも冗談を鷲まし、ある時は情け

なく、またあるItlま若い娘さんが大好きな鳥刺しヨ=九 鳥刺しというのは、鳥を取つてそれを売るのが商売 「ソラシド

レ～Jと パンの笛を吹きながら、意識を取り戻したタミーノに、「オイラは鳥刺し」と、自己紹介の歌を熱 まヽ丸

その後、タミーノは夜の女王に出会い、その娘であるパミーナの美しし絵姿を見てたちまつ魅せられてしまいま丸

夜の女王は、「わが娘パミーナは、ザラストロという悪人に捕らえられている。もし助けてくれるのなら娘をお前にやろ

う。」と言い、タミーノに廃法の饉、ノ0ヾゲーノに銀の鈴を渡しま丸 3人の童子が道案内をするなか、タミーノと
パパ

ゲーノは、パミーナ救出に向力ヽ まヽ丸

さて、ザラストロの屋敷にいるパミーナは、タミーノが助けに来ることを知り、彼に思いを寄せるようになりま丸

一方タミーノは、ザラストロの神殿に入ろうとし、その神官との問答から、悪人だと思つていたザラストロが、実ま高

潔で徳の高い人物であつたことを悟りま九 その後、タミーノとパミーナは初めて会いお互しヽ 端勒れますが、ザラス

トロは、二人が結ばれるためには行うべきことがある、と言い、タミーノはパミーナと卵れ、/0ヾゲーノを連れて試練

σ壇 につくことになりま丸

第2幕 は ち動  幕が上ると、舞台は、ザラストロの中既 神宮達力犠 式を行つていま九 ザラストロは、

タミーノがパミーナと結ばれる前に試練を受けなければならないことを、神官たちに告げま丸 この曲は、オーケスト

ラだけの演奏で、歌ま入りませ欺

モノスタトス 0ノ ー′い のアリア 曝でも恋の喜びをJ モノスタトスというのは、ザラストロの神殿にいる真っ

黒い顔のムーア人で、奴隷の見張り役で九 神脚 こ捕ら才オしているパミーナに思いを寄せて、キスをしたい、抱きつき

た0 、ヽと、その落ち着かないなさを歌いま丸

夜の女王 (ソプラノ)の アリア 噴鱗民

―

」 太陽の大祭司ザラストロを敵とし、それを滅ぼそうとする夜の女王

の決意のアリア。わが子パミーナに向つて、お前がザラストロを殺さないなら親子の縁を切る、と、短剣を手渡しつつ

激しく歌いますもコロラトゥーラツプラノの超絶技巧を堪能するアリアて寸l

ザラストロ ● ス`)の アリア 「この聖なる殿堂ではJ ザラストロの人格に触れて、彼を尊敬するようになつたパミ

ーナは、深く悩んでいま丸 母である夜の女王が、「ザラストロを殺せJと 言つているからで丸 ザラストロは、「この

聖なる殿堂に住む人は、復讐さを持たず、敵を許九 愛が皆を導いてくれるのだ詢 と、黙 声ヽで諭しま丸

童子の二重唱 「ぶたたびようこそJ 第 1幕で、試練の道の菊勾をした童子たちが再び登胤 も

う少しの辛抱ですよ、と、タミーノとパパゲーノを励ましま丸

パミーナ (ソプラノ)の アリア 「ああ、私 こはわかるJ パミーナが、タミーノの吹く笛を聞いてやつて来ました

会えた嬉しさにパミーナが話し力ヽするのですが、タミーノは返事をしません。タミーノの試練とは、沈黙を守ることな

ので丸 そのことを知らないパミーナは、「タミーノの愛はもはや失K丸 たのです、死んで安らぎを求めるほかないので

しょうJと 、切々と豪 まヽ丸 オペラ 「魔笛」の中でも、自眉のアリアt

′0ヾゲニノのアリア 畷 つ子力河愛しラσ勤ヽ タミーノとはぐれてしまったノ0ヾゲーノは、いつたい自分がどこに

居るの力途方にくれていま九 弁者から、何力望れまないかと聞力れ、‐杯のフインを所望すると、ワインが与えられ

ました いい気持ちになってきたノ0ヾゲーノは、「願わくは、ここで欲しいのは、娘つ子か可愛い女房か……」と、魔法

の鈴 (グロッケンシュピーノ→ 割鳥らしながら歌いだしまう。

中 中を歩初  絶望したパミーナは、短剣で自らを東1そうとしますが、タミーノは本当はパミーナを愛して



いる、と3人の童子に教えられ希望を持ちま丸 やがて、沈黙の試練を成就したタミーノは、パミーナに観 二人は、

最後の試練として、魔法の僣を力功平ずながら、炎と水の道を歩み通し、みごとに長い試練を乗り越えま丸 笛 (フルー

ト)の 音を中心としたオーケストラの響きのなかで、タミーノとパミーナが手を取りあつて歌いま丸

′シ グ`ーノ 「■lす、鈴よ」、′0ヾゲーノとノ0ヾゲニナ rパ・パ ・′旬 _方 、ノ0ヾゲーノは、ノウ ゲヾーナという魅力的

な娘に一旦出会ったのですが、すぐに見失つてしまい彼女を見つけることができませスノo絶 望したノジ ゲヾーノは首をく

くろうとしますが、3人の菫子に、魔法の鈴を,烏らすことを教えられま丸 鈴轡鳴らすと、「パ ・パ・パ……」と歌ぃな

がら、あの可愛いパパゲーナが登場 ! 二人は、「パ・パ・パ」を繰り返しつつその喜びを二重唱で歌いま丸

フィナーレ その後、夜の女王と手下の3人の特女達、それから女工に寝返ったモノスタトスが夜の神殿に忍び込も

うとしま九 が、にわ力ヽ こ雷鳴、稲妻、譴ふどが起こり、結局、夜の世界の者たちはすべて奈落に沈むことになりま丸

舞台の最後は、太陽世界の勝利の場面で、ザラストロ、タミーノ、パミーナなど全員が合唱、その喜びを歌い、幕と

なりま,■

プログラム後半は、交響曲第41番 「ジュピター」を演奏します。

ローマ神話の主神である 「ジュピタ=Jと いう渾名は、モーツァルト自身が付けたものではありま

せん。後世、この曲があまりに壮麗力つ均衡美に比類のないことなどから、人々がそう呼ぶようにな

りました モーツァルトが最後に書いた交響由になりま丸

晩年、モーツァルトの私生活は借金にあえぐ毎日でしたが、作曲活動の面ではたいへん充実してお

り、名曲が信じられなしヽまど短期間に次々と生まれました。去年の夏の 「モーツァルトに会いたい2・

ピアノトリオ」で演奏した 「ホ長調KV542J(1788年 6月 22日 作由)、同 レ浸 調Юら慇」(7月

14日 )、ヴァイオリンソナタ磁ゝ 7へ長調 (7月 10日 )、交響曲第 39番 16月 26日 )、40番 (7月

25日 )、「ジュピター」(8月 10日)・ ・・といつた調子t

「ジュピター」交響由に関しては、今まで多くの人がさまざまなことを指摘していて、それをここ

で書くのはほとんど不可能ですが、それほどに愛聴されている曲だということでしょう。

一つだけ押さえておきたいのは、「ジュピター音型」についててすЪ終楽章冒頭に出てくる「ド・レ・

ファ・ミ」という音型は、「ジュピター培理麹と言われ、モーツァル トが 8歳 の時に作曲した交響曲

第 1番にすでに登場し、その後もミサ曲やヴァイオリンソナタなど、モーツァル トの生涯にわたって

きまざまな曲に登場する音型です。晩年、モーツァル トは先人であるバッハの作品を多く知るように

なり、ポリフォニック (多声的)な 音楽をさかんに書くようになりま九 「ジュピター」の最終楽章、

すなわちモーツァルトの全交響曲の一番最後の楽章が、その 「ジュピター音型」によるフーガだとい

うことは、ある意味で感慨深いものがありま九

難しいことはさておき、今回、私自身が 「ジュピター」を演奏してみて一番感じるのは、演奏する

喜び、ということて

'1こ

の曲を今回のプログラムに選んだ最初の理由は、実は、第2楽章の或る部

分がどうしても弾いてみたい、という単純なものだったのですが、全曲を弾いてみて、こんなE暉 か

しく、また高揚する気持ちを心と身体で感じる曲というのは、私はほとんど初めて知ったように思い

ま丸

こういう曲を残してくれたモーツァルトに対して、ありがとう!と、手を握りたい気持ちで九


